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当社連結子会社における訴訟の判決に関するお知らせ 

 

 当社の連結子会社である株式会社エンブルーム（以下「エンブルーム」）は、2026年 10月 23日、下記の訴

訟について東京地方裁判所において判決の言渡しを受けましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．判決があった裁判所及び年月日 

（１）裁判所：東京地方裁判所 

（２）判決日：2026年 10月 23日 

 

２．訴訟を提起した者の概要 

（１）名称：株式会社エッジウェイズ 

（２）所在地：大阪府大阪市淀川区西中島三丁目 20番 8-802号 

（３）代表者：代表取締役 黒川博晴 

 

３．訴訟を提起された者（当社の子会社）の概要 

（１）名称：株式会社エンブルーム 

（２）所在地：東京都千代田区有楽町一丁目 13番２号 

（３）代表者：代表取締役 坂本守 

（４）事業内容：スポーツ・アウトドア用品の企画及び販売 

（５）資本金：5,000千円 

 

４．訴訟の経緯 

原告は、エンブルームとの間の取引基本契約に基づく商品の売買代金の支払を求める訴訟を提起しました。

これに対しエンブルームは、本来二重に加算することができない消費税相当額を二重に加算した上で売買代

金を請求されていたことを理由とした同過剰請求分に係る不当利得返還請求権等の相殺の抗弁を主張してお

りました。 

 

５．判決の内容 

東京地方裁判所は、エンブルームに 212百万円の支払を求める原告の請求を認容しました。 

 

６．今後の見通し 

本判決は到底容認できるものではないことから、控訴する方針です。 



 

 

なお、本判決の対象となった売買代金については、エンブルームにおいて 2024年３月期に仕入として計上

するとともに買掛金として負債計上しており、過年度の連結業績に反映済みであります。 

 

（注）当該訴訟が提起された 2024年４月 26日時点におきましては、訴訟の目的の価額が適時開示基準の軽微

基準に該当していたため、訴訟の提起に関する適時開示は行っておりません。 

 

以上 


